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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、腫瘍壊死因子（TNF）リガンドファミリーに属するサイトカインです。この膜貫通型サイトカインは、Tリンパ球の共刺激受容体分子であるTNFRSF9/4-1BBのリガンドとして機能する双方向シグナル伝達物質です。このサイトカインとその受容体は、抗原提示プロセスと細胞傷害性T細胞の生成に関与しています。受容体TNFRSF9/4-1BBは休止期Tリンパ球には存在しませんが、抗原刺激によって急速に発現します。この遺伝子によってコードされるリガンドTNFSF9/4-1BBLは、Tリンパ球の増殖を促進するだけでなく、アネルギー性Tリンパ球を再活性化することが示されている。このサイトカインは、CD8 T細胞における最適なCD8応答に必要であることも示されている。このサイトカインは癌細胞株で発現しており、T細胞と腫瘍細胞の相互作用に関与していると考えられています。[提供 b機能：TNFRSF9に結合するサイトカイン。活性化末梢血T細胞の増殖を誘導する。活性化誘導性細胞死（AICD）に関与​​する可能性がある。T細胞とB細胞／マクロファージ間の相同相互作用にも関与する可能性がある。,類似性：腫瘍壊死因子ファミリーに属する。,サブユニット：ホモ三量体。,組織特異性：脳、胎盤、肺、骨格筋、腎臓で発現する。,
	研究分野
	サイトカイン-サイトカイン受容体相互作用;
	画像データ
	

	TNFSF9抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	TNFSF9抗体を用いたHUVEC細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	CD137Lポリクローナル抗体を1：1000に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。
	

	CD137Lポリクローナル抗体（1：1000希釈）を用いたHuvEc細胞のウェスタンブロット解析

